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 本論文の構成は、以下のようになる。まず、第 1 章から第 3 章で、先行研究のレビュー






















































































































































































































































































・第一次形態（平安後期 1100－平安末期 1150） 
『本理大綱集』（伝最澄）、『円多羅義集』（伝円珍） 
・第二次形態（平安末期 1150－鎌倉初期 1200） 
『牛頭法門要纂』（伝最澄）、『五部血族』（伝最澄）、『註本覚讃』（伝良源）、『本覚讃釈』
（伝源信） 
・第三次形態（鎌倉初期 1200－鎌倉中期 1250） 
『真如観』（伝源信）、『三十四箇事書』（枕雙子、伝源信） 
・第四次形態（鎌倉中期 1250－鎌倉末期 1300） 
『修禅寺決』（伝最澄）、『断証決定集』（伝最澄）、『三大章疏七面相承口決』（伝最澄）、
『漢光類聚』（伝忠尋）、『法華略義見聞』（伝忠尋） 





























































































































































































































































































































第 5節 小括 
 

















































第 2章 天台本覚思想と鎌倉新仏教 
 


























































































































































































































































































































































































第 3章 天台本覚思想の他の思想や日本文化への影響 
 



















































































































































































































































は、第 5章、第 6章で詳しく見ていく。第 5章で『沙石集』、第 6章で『神道集』を採り上
げる。 
 













































この第 3章を含め、第 1章、第 2章と先行研究のレビューを行ってきた。第 4章以降で、
これまでの先行研究のレビューを基に、新しい考察行っていく。まず、第 4 章では来迎図
への影響について、禅林寺山越阿弥陀図を考察する。第 5 章及び第 6 章は、説話への影響








第 4 章 禅林寺山越阿弥陀図における天台本覚思想の影響（天台本覚思想の来迎図への影
響）98 
 








































































































































































































































































龍谷大学 人間・科学・宗教 オープン・リサーチ・センター 
http://buddhism-orc.ryukoku.ac.jp/old/ja/exhibition_ja/20031020-20031219_001_002_00
1_ja.htmlより 
























































第 5章 『沙石集』と天台本覚思想（天台本覚思想の説話への影響１） 
 



















































































































































































氏によれば、『沙石集』156 話中 48 話が天台に関係するものである。比率では、約 30％に
なる。同様の分析で他の説話を見ると、『今昔物語集』が 628話中 118話で約 17％、『宇治









































































































































































































































































































































































































































第 6章 『神道集』と天台本覚思想（天台本覚思想の説話への影響 2） 
 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































第 7章 天台本覚思想と吉田兼倶（吉田神道） 
 

















































































































































































































































































































































  器界・生界、山河・大地 
88 
 














  大元神勅して、天に神道有り。 
  故に三光有り。亦四時有り。 
  地に神道有り。故に五行有り。 
  亦万物有り。人に神道有り。 















































































  唯一神道、諸法の根本。 






















第 5節 天台本覚思想の影響の経路 
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